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市政 情報

はじめませんか！「節電エコライフ」
　太陽エネルギーなど自然エネルギーを活用して電気
を創る「創電」を進めていくことは重要なことですが、
費用と時間がかかります。そこで、私たちが今すぐにで
きる取組として、「節電」があります。
　市では、家庭生活における節電行動（節電エコライフ）
を実践し、一定の成果があった方に対して、市内の商店
で利用できる「つるがしま元気クーポン券」を交付しま
す。
対象　自ら居住する市内の住宅で節電エコライフを実
践する方
※前年度まで節電エコライフに参加していただいてい
る方も対象です。今年度、住宅用太陽光発電システム設
置支援奨励金の交付を受けた方は、対象となりません。
期間　7月～9月（電力会社からの請求月です。実際の節
電行動期間は6月中旬から9月中旬までです。）
元気クーポン券交付額　
①節電割合が5%～9%（1000円）
②節電割合が10%以上（2000円）※上限2000円
（参考例）○新たに節電エコライフを実践する方

電気使用量

対象月 基準期間
（H26）

実践期間
（H27）

節電割合7月 540kw 430kw
8月 577kw 575kw
9月 569kw 420kw
合計 1686kw 1425kw 15%

◎節電割合15.48%（小数点以下切り捨て）
　　　　　15%⇒「2000円元気クーポン券」交付

申込み　節電エコライフを実践する方は、7月31日（金）
までに「節電エコライフ実践参加申込書」を生活環境課
に提出してください（郵送可）。様式は市ホームページか
らもダウンロードできます。
その他　節電エコライフの実践が終了後、電力会社が発
行した「電気ご使用量のお知らせ」などを添えて実践結
果を報告（郵送不可）していただきます。
※節電割合を達成できなかった方も、報告してください。
★まちづくりポイントを発行します。

「節電行動を実践すること」も社会貢献活動のひとつと
して、「まちづくりポイント」を発行します。
問合・申込先　生活環境課環境保全担当

春期一斉清掃を実施します
　市では、市民や自治会などと協働して、身近な環境美化と保全を目的に一斉清掃を
実施します。市民の皆さんの参加をお願いします。
期日　5月17日（日）
場所　地域の道路や公園など
　　　（清掃箇所・開始時間などは、それぞれの自治会にお問い合わせください。）
その他　5月17日（日）が雨天の場合は、24日（日）に延期。24日も雨天の場合は中止。
延期や中止のときは、7時30分ごろ防災行政無線で放送します。
問合先　生活環境課環境推進担当

環境月間の展示者募集
　市では、6月の環境月間に合わせて、環境に関する
活動や取組の紹介、研究や作品などの展示をする個
人、団体、企業の方を募集します。
　楽しみながらできるエコライフの工夫や、作品な
ど…ぜひ、この機会にご紹介ください。
展示期間　6月3日（水）～25日（木）
展示場所　市役所１階ロビー
申込み　5月15日（金）までに生活環境課環境保全担当

光化学スモッグにご注意ください
　5月から9月は光化学スモッグが発生しやすくなり
ます。
　市では光化学スモッグ注意報・警報が発令された
場合、市の防災行政無線でお知らせするほか、公共
施設や金融機関に看板を設置して注意を呼びかけて
います。
　また、県大気環境課では、インターネットにより
情報をお伝えしています。なお、鶴ヶ島市は「県南
西部地域」です。
ウェブサイト（http://www.taiki-kansi.pref.saitama.
lg.jp/smog.html）
携帯サイト（http://www.taiki-kansi.pref.saitama.
lg.jp/m/）
光化学スモッグが発生しやすい気象条件
天気：晴れまたは薄曇り
風向：朝方に北よりの弱い陸風が吹き、日中南より
の海風に変わる
風速：日中の平均風速が秒速4ｍ以下
気温：日中最高気温が25℃以上
注意報が発令されたら
•屋外での激しい運動は避ける。
•目などに刺激を感じたらすぐに室内に入る。
•乳幼児、高齢者、病弱な方は、健康な成人よりも
被害を受けやすいので特に注意する。
•自動車の使用を控える。
※光化学スモッグとは
　工場や自動車などから排出される窒素酸化物や揮
発性有機化合物に、太陽の紫外線があたることによ
り発生し、目やのどの粘膜に刺激を与え、健康被害
を引き起こすことがあります。
問合先　生活環境課環境保全担当
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対
象

◇
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

満
30
歳
以
上
の
方
で
、
申
請
時
に
国

保
税
の
未
納
が
な
い
方
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
申
請
時
に
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
未
納
が
な
い
方
。

厳
を
守
る
た
め
、
苦
痛
の
予
防
と
軽

減
に
努
め
る

公
平
…
差
別
を
せ
ず
、
最
も
助
け
が

必
要
な
人
を
優
先
す
る

中
立
…
全
て
の
人
の
信
頼
を
得
て
活

動
す
る
た
め
、
一
切
の
争
い
に
加
わ

ら
な
い

独
立
…
国
等
の
人
道
活
動
に
協
力
す

る
が
、
自
主
性
を
保
つ

奉
仕
…
利
益
を
求
め
ず
、
人
を
救
う

た
め
、
自
発
的
に
行
動
す
る

単
一
…
国
内
唯
一
の
赤
十
字
社
と
し

て
、
全
て
の
人
に
開
か
れ
た
活
動
を

進
め
る

世
界
性
…
世
界
の
赤
十
字
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
、
互
い
の
力
を
合
せ

て
行
動
す
る

◎
活
動
資
金
の
主
な
使
い
道

１
災
害
救
助
活
動

２
講
習
普
及
活
動

３
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
事

業４
国
際
救
援
活
動

５
救
急
医
療
活
動
や
看
護
師
養
成
事

業６
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の

た
め
の
血
液
事
業

７
社
会
福
祉
事
業

８
赤
十
字
社
員
の
加
入
促
進
事
業
や

赤
十
字
事
業
の
広
報
活
動

問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
鶴
ヶ
島
市

地
区（
福
祉
政
策
課
福
祉
政
策
・
地

域
福
祉
担
当
）

　

人
間
ド
ッ
ク
は
詳
し
い
検
査
を
多
項
目
に
わ
た
り
行
い
、
病
気
の
早
期
発

見
に
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳

ド
ッ
ク
の
受
検
費
用
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
自
治
会
に
ご
協
力
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。
つ
い
て
は
、
自
治
会
役
員
の

方
が
各
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
に
は
、
赤
十
字
事
業
の
一
層

の
充
実
、
発
展
と
い
う
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会

に
未
加
入
で
、
赤
十
字
活
動
に
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
方
は
、
直
接
福
祉
政

策
課
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

◎
日
本
赤
十
字
社
の
基
本
原
則

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
次
の
７
つ
の

原
則
に
よ
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
道
…
人
間
の
い
の
ち
、
健
康
、
尊

つるバス・つるワゴンの
運行ダイヤが変わります

６月からダイヤを改正します。
＜ダイヤ改正の行われる路線＞
○上新田・若葉駅西口線
○坂戸駅線
○富士見・上広谷線
詳細は、今月号の広報の折り込みをご覧くださ
い。
問合先　都市計画課交通政策担当

指定医療機関 指定外医療機関

検査料 3万7800円 医療機関によっ
て異なります

補助金 2万円
消費税を除く検
査料の1／2
限度額2万円

自己負
担 額

1万7800円
（消費税込）

検査料金によっ
て異なります

申 請
方 法

受検前に申請
※電話申込み可 受検後に申請

持ち物

保険証
保険証、印鑑、
預金通帳、領収
書（原本）

国民健康保険加入者は、検査結果
（写し）の提出をお願いします

※脳ドックは、指定外医療機関と同様の取り扱い
となります。

補
助
回
数

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ

か
１
つ
を
年
度
内
に
１
回
補
助
し
ま

す
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保

険
担
当
、
高
齢
者
医
療
担
当

５
月
は
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月
間

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に

  

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
日
本
赤
十
字

社
法
に
よ
り
設
立
さ
れ
て
い
る
法
人

で
、
血
液
事
業
、
医
療
事
業
な
ど
の

人
道
的
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
り
生
活
基
盤

を
失
っ
た
方
に
、
布
団
・
洗
面
用
具

セ
ッ
ト
を
支
給
す
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
様
々
な
事
業
活

動
は
、
赤
十
字
の
理
念
や
活
動
に
ご

賛
同
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
の

「
社
資
」
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
年
も
、
社
資
募
集
に
つ
い
て
、
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身
体
や
知
的
に
障
害
が
あ
る
児

童
、
ま
た
は
発
育
・
発
達
に
遅
れ
や

不
安
の
あ
る
児
童
に
対
し
て
、
基
本

的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や

集
団
生
活
の
適
応
性
を
高
め
る
た
め

に
必
要
な
指
導
や
訓
練
を
行
い
、
児

童
の
発
達
を
援
助
し
ま
す
。　

対
象　

市
内
在
住
の
１
歳
か
ら
小
学

校
就
学
前
ま
で
の
保
護
者
の
送
迎
が

可
能
な
児
童

費
用　
無
料

指
導
内
容　

児
童
の
発
達
に
合
わ
せ

て
次
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

•
通
所
指
導　

遊
び
や
生
活
の
中
で

の
児
童
に
合
わ
せ
た
指
導
、
専
門
家

に
よ
る
訓
練
。

日
時　
月
〜
金
曜
日
９
時
〜
13
時

定
員　
20
人

そ
の
他　

給
食
は
実
費
・
保
険
代
自

己
負
担

•
外
来
指
導　

他
の
施
設
に
通
っ
て

い
る
児
童
や
個
別
の
指
導
が
必
要
な

児
童
に
対
す
る
専
門
家
に
よ
る
指
導

（
要
予
約
）。

•
親
子
教
室　

心
身
の
発
達
に
不
安

が
あ
る
児
童
と
そ
の
保
護
者
に
対
す

る
、
発
達
を
促
す
場
の
提
供
や
専
門

家
な
ど
に
よ
る
指
導
（
週
２
回
実
施・

保
険
代
自
己
負
担
）。

問
合
先　

発
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
４
９・２
７
９・１
２
２
７
）

災害義援金受付状況報告
　災害義援金の募集につきましては、
多くの皆さんから温かいご支援をお
寄せ頂きありがとうございます。日
本赤十字社鶴ヶ島市地区での義援金
受付状況（H26.4.1～H27.3.31）は、次
のとおりです。
•東日本大震災　　 15万2918円
•7.9南木曽町豪雨災害 2320円
•京都府、丹波市豪雨災害 6731円
•広島県大雨災害  2万2559円
•徳島県台風11号・12号災害 1549円
•長野県神城断層地震災害 2613円
　お預かりした義援金は、日本赤十
字社埼玉県支部を通じて被災地に送
金され、被災された方に配分されて
います。
問合先　日本赤十字社鶴ヶ島市地区
（福祉政策課福祉政策地域福祉担当）

副市長就任
　4月1日付けで髙

た か や ま じ ろ う

山次郎
副市長が就任しました。
問合先　人事課

おめでとうございます
　平成27年3月13日、鶴ヶ島市
選挙管理委員会の大

おお つ か て つ や

塚哲也委員
長が、平成26年12月14日執行
第47回衆議院議員総選挙におけ
る功績が認められ、総務大臣表
彰を受賞しました。
　開票事務迅速化への対応や、
投票率向上のための取組などが
評価されたものです。
問合先　選挙管理委員会

埼玉県議会議員一般選挙
（西第11区鶴ケ島市）の結果

　4月12日に行われた埼玉県議会議員一般選挙（定数1）
の開票結果は、以下のとおりです。

候補者名（届出順） 得票数 投票率

当　長峰　宏芳 11888
35.87％

　　おおそね　英明 7738

問合先　選挙管理委員会

ひとりで悩まず　だれかに相談しよう
～相談窓口カード配布のお知らせ～

　鶴ヶ島市教育委員会では、下記のような相
談窓口カードを市内小・中学校の全児童生徒
に配布しました。困っていることや悩んでい
ることがあれば、このカードを活用していつ
でも相談してください。
　保護者の方からの相談もできます。
　地域の皆さんも、子どもたちが困ったり、
悩んだりしているようなときは、「一人で悩ま
ず、相談しよう」とお声がけください。
問合先　教育センター（☎049・287・3858）

発
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
案
内


